
近大奈良病院　がん化学療法レジメン一覧

皮膚

レジメン名 6週毎 ペムブロリズマブ（悪性黒色腫）

解

説

悪性黒色腫に対する治療のひとつ。

備

考

術後療法の場合投与期間は12ヶ月まで。

1コース

42日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ペムブロリズマブ

投与量

400mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 悪性黒色腫

レジメン名 ペムブロリズマブ（悪性黒色腫）

解

説

悪性黒色腫の治療のひとつ。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ペムブロリズマブ

投与量

200mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 悪性黒色腫

レジメン名 ニボルマブ（悪性黒色腫）

解

説

化学療法未治療・既治療の根治切除不能な悪性黒色腫

備

考

1コース

14日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

投与量

240mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 悪性黒色腫

レジメン名 ニボルマブ+イピリムマブ（悪性黒色腫）

解

説

根治切除不能な悪性黒色腫の治療法

備

考

1コース

21日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

イピリムマブ

投与量

80mg/body

3mg/kg

手技

30分で点滴

90分で点滴

投与スケジュール

day1

day1

癌種 悪性黒色腫



レジメン名 イピリムマブ

解

説

根治切除不能な悪性黒色腫の治療法

備

考

1コース

21日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

イピリムマブ

投与量

3mg/kg

手技

90分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 悪性黒色腫

レジメン名 低用量ニボルマブ

解

説

化学療法既治療の根治切除不能な悪性黒色腫

備

考

1コース

21日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

投与量

2mg/kg

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 悪性黒色腫

レジメン名 ダカルバジン

解

説

悪性黒色腫に対するレジメン

備

考

1コース

21日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ダカルバジン

投与量

1000mg/㎡

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 悪性黒色腫

レジメン名 DAV-Feron（悪性黒色腫）

解

説

悪性黒色腫の標準的治療の１つ。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ニムスチン

ビンクリスチン

ダカルバジン

インターフェロンベータ

投与量

60mg/㎡

0.6mg/㎡

120mg/㎡

300万単位

手技

30分で点滴

10分で点滴

60分で点滴

皮下注

投与スケジュール

day1

day1

day1-5

day1-5

癌種 悪性黒色腫

レジメン名 4週毎 ニボルマブ（悪性黒色腫）

解

説

化学療法未治療・既治療の根治切除不能な悪性黒色腫

備

考

1コース

28日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

投与量

480mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 悪性黒色腫



レジメン名 アベルマブ（メルケル細胞腫）

解

説

メルケル細胞腫の治療法の一つ。

備

考

アベルマブ投与30分前にジフェンヒドラミン10mg×5

錠、アセトアミノフェン300mg×2錠を投与する。

1コース

14日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

アベルマブ

投与量

10mg/kg

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 メルケル細胞腫

レジメン名 デニロイキン　ジフチトクス

解

説

再発又は難治性の末梢性Ｔ細胞リンパ腫、再発又は難治性

の皮膚Ｔ細胞性リンパ腫。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

軽

内服・その他内容

薬剤名

デニロイキン　ジフチトクス

投与量

9μg/kg

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1-5

癌種 皮膚Ｔ細胞性リンパ腫、末梢性Ｔ細胞リン


